
④住民参加による配食サービス

住民相互のふれあいや交流を主な目的として、調理から配達までを住民参

加により行い、定期的な食事の提供を通じて要支援者の早期発見、孤立防止、

見守りなどを行う活動

［県内実施率］

約４７％

（約 178/382

小学校区内で実施）

関市社会福祉協議会安桜支部・秋桜の会［関市］

関市社協の支援のもと、安桜支部社協の活動として、地域のひとり暮らし高齢者等を対

象に、月２回、福祉委員が中心に結成した秋桜の会が調理して、民生委員が見守りも兼ね

て配食

代表者 関市社会福祉協議会安桜支部 支部長 三浦浩明

秋桜の会 代表 佐藤恵美子 ※安桜支部社協の構成団体

活動開始 昭和 61 年

活動内容等 ○秋桜の会

・構成：60 人 ※福祉委員を中心に結成

・活動内容：配食サービスのための手作り弁当の調理

○配達：民生委員：24人

○調理場所：安桜ふれあいセンター（関市所有）

関市千年町 2丁目 18 番地

○配食サービス

・対象者：75歳以上のひとり暮らし高齢者等 75人

・利用料：無料 ※社協会費を財源に、食材費等を市社協が助成

・回数：月 2回

活動エリア 安桜小学校区の全域、及び倉知小学校区の一部

Ｈ20年度

活動実績

○実施回数：18 回

○延べ配食数：1,326 食

Ｈ20年度

収支決算

○平成 20年度安桜支部社協決算のうち、配食サービス活動に係るもの

収入 支出

市社協

補助金

500,000 円

※社協会費が財源

食材費 446,087 円

消耗品

費

74,906 円

・エプロン、弁当容器等前年度

繰越金

107,227 円

次年度

繰越金

86,234 円

計 607,227 円 計 607,227 円

※一食当たり 393 円で調理

※関市では社協会費を財源としているが、県内では、材料費として 300 円/食程度を

利用者から直接、徴収する事例も多い。

事例５



活動開始の経緯 ○昭和 61 年度、安桜支部社協（昭和 56 年設立）が、市社協のコーディネート支援

のもと、県社協のモデル事業の指定を契機として配食サービス活動を開始

［ポイント］

「 手作り弁当が利用者に好評。活動員にとっても月 2 回は無理のない活動であ

り、調理作業での相互の交流や、配食時では利用者からの感謝の声などで「や

りがい」を感じ、自己実現、「楽しみ」ともなっていることが、活動が定着し継

続している秘訣ではないか。

また、市社協としても支部社協活動の柱と位置づけ、助成制度（350 円/食等）

を整備」（関市社協職員）

その他 ○関市内の 16支部社協すべてで配食サービスを実施（19/19 小学校区で実施。実施

率 100％）

※特徴的な取り組み

・桜ヶ丘支部：福祉教育の一環として小学６年生と福祉委員が訪問し配食

・田原支部：心のこもった手紙を添えた弁当の配食

問い合わせ先 関市社会福祉協議会

TEL 0575-22-0372 FAX 0575-23-6863

※Ｈ21 年 3 月 31 日現在

■桜ヶ丘支部（小学生が配食）

■田原支部（心のこもった手紙を添えた弁当）


